
印福岡県立　春日　高等学校長

生徒指導の基本を挨拶、掃除、容儀、時間厳守とし、全職員での指導を徹底する。
部活動加入率８０％超を目指し、運動・文化の両部活動の活性化を図る。
いじめのない学校を目指し、全教育活動において心豊かな生徒の育成に努める。
悩みを抱える生徒を早期に発見し支援するために、細かな生徒観察を心掛ける。

年　度　重　点　目　標

具　体　的　目　標 具　体　的　方　策 次年度の主な課題

学ぶ意義について考えさせ、志をより一層高め進
路の実現を図る。

１時間の授業を大切にし、学力の向上・深化を図
る。

生徒相互及び生徒と教師との人間的な触れ合い
の中で豊かな人間性を育む。

年間出席率を９９％超と定め、規律ある授業展開の徹底を図る。

図書活用

健康で明るい学習環境作りや環境保
護の観点から環境美化に取り組む。

保　　健

保護者への公開授業を実施し、本校の教育活動への理解を深める。
ＰＴＡや同窓会と連携し、総会、講演会や視察研修の出席率を前年度以上にする。
職員と保護者、保護者同士の相互理解の深化のためのクラス懇談の工夫等、更なる連携に努める。

生徒指導

進路指導

自主的に健康に関心を深め、諸問題
を解決する態度を身につけさせる。

授業評価アンケートの実施をとおして授業改善に努め、生徒のさらなる学力の伸長を図る。

自己指導能力の育成。（規範意識や
道徳心の涵養）
集団活動におけるチームワークの重
視。（リーダーシップやフォロワーシッ
プの育成）

安全点検を定期的に行うとともに美化に関する意識向上を図り、快適な学習環境を作る。
グリーンスタッフ活動の推進を図り、花のある美しい環境を作る。
中学校のＰＴＡ訪問等を積極的に受け入れ、学校紹介も工夫し、本校の教育活動を伝える。
学校新聞「春日の風」の内容を充実させ、年４回発行し、関係中学校へ配布する。
ＨＰの更新を月１回は行い、学校の情報を適切、迅速に発信する。他の分掌と連携し充実を図る。

事故防止・安全確保・交通マナー向上に向けた、防災教育や交通安全指導を充実させる。
全職員で戸締まり・消灯、下校時刻を厳守させ、速やかに帰宅する習慣をつけさせる。
指導力向上に向けた研修会・検討会の実施と、入試問題研究会等への積極的な参加を促進する。

外部組織と連携した、講座、講演会、大学訪問等を企画・運営し、進路に係る意識の高揚を図る。

１年の職業・職種研究、２年の学部・学科研究、系統的な小論文指導等をさらに充実させる。

「授業心得五行」「春日高校五常」を日々実践する姿勢・態度を身につけさせる。
全職員で校内巡視を行い、問題行動の未然防止や安全な教育環境づくりに配慮する。

導入期指導「春日生になるために」の実践をとおして、授業力の向上を図る。         

広報活動

職員研修（校内外）の改善と充実を図
る。

職員研修

ＰＴＡや同窓会との相互理解を深め、
連携して学校の発展に努める。

保護者・同窓会
等との連携

「生徒の状況に応じた効果的な学習
指導」の実践の企画・運営・支援を行
う。

キャリア教育課との連携を密にし、「心視の時間＝総合的な学習の時間」を充実させ、生
徒の生きる力や自主的に学ぶ力の育成を図る。
人権や現代社会の課題等を盛り込んだホームルーム活動の年間予定を作成し、その充
実と発展を図る。

生徒自らの「在り方生き方」や未来を
自主的に探る活動の充実を図り、積
極的な生活を身につけさせる。

教科指導

教員の進路指導力の向上と生徒の進
学に係る意識と学力の向上を図る。
進路決定に必要な能力を引き出し、
適正な勤労観・職業観を育成する。

模試等の分析結果を踏まえた課題確認と強化目標の設定を徹底し、課外や土曜活用の充実を図る。

「読書会」を年２回実施するとともに、ブックマイレージの取り組みを活発化する。

地域や関係機関へ本校教育活動を
適切な情報として適宜・的確に知ら
せ、魅力ある学校の周知に努める。

学校行事・ホームルーム活動・生徒会活動、部活動等をとおして、熱中症対策などをは
じめ、健康管理や安全指導に関する保健指導を適切に行う。

自他の安全を確保するための指導の
強化。

生徒会執行部及び各専門委員会が連動して機能する、主体的に活動できる組織づくり
を支援し、生徒会活動の活性化を図る。
年間を通じて部活動加入率８０％以上を実現する。

年間及び学期毎の学習指導計画の活用徹底と学期毎の総括を行い効果的な学習を図る。  
計画的な特別補講、三者面談、調査統計資料の提供等により成績不振者指導の充実を図る。

「家庭学習時間の減少」克服のため、「学ぶ意義と有効な時間の使い方」の指導を行う。

読書の意義や楽しさに気づかせ、読
書習慣の確立を図る。 教科との連携をとり、関係する書籍や資料の充実と図書館利用の促進を図る。
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評価（３月）

　本校は、文武両道にわたって成果を上げ
る有数の進学校、伝統校へと発展を続けて
いる。平成２１年度からの「きらめき計画」の
導入により、教育活動全般について改善に
取り組み一定の成果を上げた。今年度は、
同計画の完成年度に当たることから一層の
充実・発展に努める。また、校務運営組織の
整備に伴い、各人の業務量の均衡化と各分
掌の連携体制の強化を図る。

評 価 項 目

学校運営方針

昨年度の成果と課題

学　　校　　運　　営　　計　　画　（　４　月　）

評価（３月）

中退率０％を目指し、気になる生徒に関する情報の共有化を図りながら指導に当たる。
家庭学習を充実させるために、学ぶ意義と有効な時間の使い方を全職員で指導する。
生徒が夢を描き続けられるように、様々な教育活動を通して支援する。
職員全員の学校経営参画意識を醸成し、チームとしての意識の定着を図る。

具　　体　　的　　目　　標

次代を担う人間として、徳育・知育・体育の調和を図り、豊かな人格を涵養するとともに自ら学び、個性を伸ばし、心身ともにたくましく、社会の発
展に寄与する人間を育成する。


